
⑮-2授業改善推進プラン（中間改善計画）

小 36 町田市立七国山小学校

授業をデザインする８つの取組について

ICT機器の活用

見通しをもたせる導入

振り返りの設定

・G suite for Educationの協働編集機能を活用し、深い学びの定着を図る。
・一人一台のタブレット端末や学習コンテンツを活用し、学習習慣の定着を図る。

・単元名、学習の流れ、学習のめあてを明示する。
・単元を貫く学習課題、児童の興味・関心を高める「学習問題（課題）」及び「仮説（予想＋理由）」を立てさせる。

・授業の後半に振り返りをする時間を設定する。
・全学級共通の「学習感想の書き方」という掲示物を作成し、同じ観点で書けるように指導する。

・単元の見通しから学習の流れをつかみ、
課題に対する予想や仮説などをもたせるこ
とで興味や関心を高める。
・Googleのスプレッドシート等を活用し、自身
の考えを共有することで対話的な学びがで
きるように指導する。
・本時の学習内容や、自分自身の学びへの
向かい方を振り返らせ、次時への課題を発
見することで主体的な学びを促す。

（中学年からのスタートに向けて現時点で意
識する指導の重点）
・単元の見通しをもたせるために、設定した
ゴールを単元の初めに伝える。また、身近な
題材を取り上げることで、学習の流れを捉え
られるようにする。
・Googleフォームのプルダウン機能等を活
用することで、振り返りを充実させる。

理
科

・日常生活の中の事象例や具体物などの身
近な題材を取り上げたり、前の時間に学ん
だ内容を結び付けたりすることで学習の見
通しをもたせる。
・理科の「予想→実験→予想の見直し→考
察→新たな課題」の展開を通して、知的な
楽しさを触発させ、振り返りの場の設定をす
ることで学びが深まるようにする。
・ガラス器具や薬品、火を使用する単元で
は、場の設定や道具の扱い方の指導を確
実に行い、安全で安心な授業を実施する。

・単元の見通しから学習の流れをつかませ、
予想や仮説などから児童の内発的動機付
けを促す。
・Figjam等のホワイドボード機能を活用し、
思考ツールを用いて情報を視覚的に整理
する。また、互いの考えを共有したり共同作
業に取り組んだりすることで対話的な学びが
できるように指導する。
・本時の学習を振り返らせ、自分の考えを再
構築するきっかけとし、身近な事象と結び付
け、深い学びができるように指導する。

国
語
科

・教科横断的な視点をもって、導入の
段階でどのような言語活動に取り組め
るかを考えて単元の見通しをもち、国
語辞典を積極的に利用して、言葉に
対する意識や語彙力を高め、言語力
の育成を図る。
・読書月間の設定や地域サ－クルに
よる全学級での読み聞かせを通して、
読書活動を推進し、言語力を高めると
ともに、調査活動の目的に合った資
料の見つけ方を通して情報選択活用
力を伸ばす。

・語彙を増やすために、定期的に読
み聞かせを行ったり、読書の時間を
積極的に取り入れたりしながら、言葉
の意味を視覚的に捉えられるように指
導する。
・ひらがな、カタカナ、漢字指導では、
言葉集めを取り入れることで、語彙を
増やす。
・調べ学習の際、資料の見付け方・活
用の仕方を事前に確認し、学校図書
館に加え、リビー等の電子書籍も積
極的に活用する。

・語彙を増やすために、国語科を中
心に各教科・領域の時間の中で国語
辞典を活用できるように指導する。
・定期的に読み聞かせを行ったり、図
書の時間を積極的に取り入れたりす
ることで、語彙力の向上を目指す。
・調べ学習の際、資料の見付け方・活
用の仕方・情報モラルについて事前
に確認し、ICT機器を用いてリビー等
の電子書籍を積極的に活用する。

・語彙を増やすために、国語科を中
心に各教科・領域の時間の中で国語
辞典を活用できるように指導する。
・図書の時間を積極的に活用し、多く
の本に触れる時間を増やす。
・調べ学習の際、資料の見付け方・活
用の仕方・情報モラルについて事前
に確認し、ICT機器を用いてリビー等
の電子書籍を積極的に活用する。

社
会
科

算
数
科

学力調査等の状況

 ・授業の導入では、前学年の学習や関連する単元
の復習を、東京ベーシックドリルで扱い、基礎的・基
本的な知識・技能の定着を図る。
・問題文に印を付けて、大事な数値やキーワードに
着目し、数直線の図や表をかいてから立式するよう
に指導する。また必要に応じで、図に言葉も書き込
ませる。全学年統一した指導を行うことで、更なる定
着を図る。
・「振り返りの時間」を確保し、自分の言葉で本時の
学習について振り返られるように、全学年共通の定
型文を用い、主体的に考えられるように指導する。
・デジタル教科書を活用し、視覚的に理解できるよう
に指導する。特に、面積を求める学習では、公式の
成り立ちをICT機器を用いて視覚的に捉えられるよう
に指導する。

・社会的事象を調べた事実だけでは
なく、そこから意味や願いを様々な立
場や広い視野から考える力を養う。
・資料の中から必要な情報を得るため
に課題提示や教材の工夫を行う。
・単元の終末には学習したことを基
に、地域社会の一員としての自覚を
もって、自分の行動目標をたてる。

・問題文を読み、図などをかいて、具
体的な場面をイメージできるようにす
る。
・「振り返りの時間」を確保し、自分の
言葉で本時の学習について振り返る
ことで、主体的に課題解決できる姿勢
をのばし、より深い学びにつなげる。
・デジタル教科書を活用し、視覚的に
理解できるようにする。特に、面積を
求める学習では、公式の成り立ちを
ICT機器を用いて視覚的に捉えられ
るようにする。

【国語】「読むこと」について、目的に応じて文章の内容を的確に押さえて、要旨をとらえるなどに課題が見られる。教科書にある「言葉の宝
箱」の活用などを通して、多くの語彙や表現方法に触れる経験が増えるように指導する。
【算数】立方体等の面積を求める公式や、その公式にある言葉の意味の理解に課題がある。公式が成り立つ理由を考える活動を丁寧に扱
い、ICT機器を用いて視覚的に捉えさせるために、デジタル教科書を活用する。また、思考を可視化するために、図や表で表すように指導
する。

見えてきた課題

・授業の導入では、前学年の学習や関連す
る単元の復習を行い、基礎的・基本的な知
識・技能の定着を図る。
・問題文に印を付けて、大事な数値やキー
ワードに着目し、立式するように指導する。
低学年から全学年統一した指導を行うこと
で、更なる定着を図る。
・「振り返りの時間」を確保し、本時の学習に
ついて振り返られるように、記号や定型文を
用いて、自分の考えを主体的に考えられる
ように指導する。
・実物投影機を用いて資料を視覚的に提示
することで理解できるように指導する。

 ・授業の導入では、前学年の学習や関連する単元
の復習を、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図
る。３年生に関しては、授業の導入で九九やわり算
に取り組む。
・問題文に印を付けて、大事な数値やキーワードに
着目し、図をかいてから立式するように指導する。全
学年統一した指導を行うことで、更なる定着を図る。
・「振り返りの時間」を確保し、自分の言葉で本時の
学習について振り返られるように、全学年共通の定
型文を用い、主体的に考えられるように指導する。
・デジタル教科書を活用し、視覚的に理解できるよう
に指導する。特に、図形を扱う学習では、公式の成り
立ちをICT機器を用いて視覚的に捉えさせる。

【全国学力・学習状況調査】質問紙調査について全国や都と比較してみると、国語や算数の勉強は大切であり、社会に出たときに役に立つ
と感じている児童が多く、学びに対する必要性を感じている。一方で、正答率を経年比較すると、現状維持にとどまっていることが分かる。特
に算数において苦手意識が見られる。
【国語】本校の正答率６４％（都平均との差…昨年度－４％→今年度－６％、全国平均との差…昨年度－２．２％→今年度－３．７％）
【算数】本校の正答率５４％（都平均との差…昨年度－８％→今年度－１４％、全国平均との差…昨年度－３．７％→今年度－９．４％）

年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年
各教科における課題を改善するための指導の重点

（中学年からのスタートに向けて現時
点で意識する指導の重点）
・身近な地域の様子の学習から気付く
ことを通して、社会的事象の見方・考
え方の基礎を養う。
・いろいろな形式を体験しながら、発
表の方法を工夫する。

・地域における社会的事象を基に学
習を展開することで、社会で起きてい
ることを自分事として捉えることで生活
者としての視点をもって学習に取り組
ませ、視野を広げる。
・タブレット端末や学習コンテンツを活
用し、地域社会の社会的事象の特色
や相互の関連などについて考え、表
現する力を養う。
・SDGｓの掲示を活用し、学習とSDGｓ
との関連を意識付けを習慣化する。

・社会的事象を具体的に調査す
るとともに、G suite for Education
の協働編集機能を活用し、社会
的事象の意味をより広い視野か
ら考え、表現する力を養う。
・SDGｓの掲示を活用し、学習と
SDGｓとの関連を意識付けを習
慣化する。



⑮-2授業改善推進プラン（中間改善計画）

各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年

生
活
科

・スタートカリキュラムを通して、就学
前教育を生かした適切な指導・支援
を行う。
・学習の終わりには、振り返りをカード
にまとめたり、クラス内で話し合ったり
するなど、自分なりに考え、表現でき
るようにする。
・学習内容に合わせて、事前に初め
て扱う道具の使い方や、屋外学習で
の歩き方を事前に安全指導を確実に
行う。

・活動への興味・関心を高めるため、具体物
や実物に触れる機会を増やす。ICT機器を
活用し、貴重な具体物にも触れる機会を設
定する。
・「見つける」、「比べる」、「試す」、「見通
す」、「工夫する」などの多様な学習活動か
ら、新たな気付きを生み出せるように指導す
る。
・具体的な活動や体験で気付いたことを多
様な方法で伝え合い表現する学習活動を
行うことで学びを振り返り、気付きの質を高
めてそれを表現できるように指導する。
・Googleフォームのプルダウン機能等を活
用することで、振り返りを充実させる。

音
楽
科

・演奏する楽しさを味わわせるために
必要な基礎・基本の技能を定着を図
るため、復習時間や個別練習時間を
より多く設ける。
・身に付けた基礎・基本の技能を活用
し、題材にや各学年に合わせた表現
の工夫につなげる。
・ＩＣＴを活用し、導入で学習内容の見
通しをもたせたり、主体的な学習を促
したりし、学習意欲の向上を図る。

・基礎的な学習の定着を目指し、継続
的に鍵盤ハーモニカの運指の復習時
間や階名唱の時間を設ける。歌唱や
器楽共にペア学習やグループ学習な
ど協働的な活動に取り組む中で音楽
活動の楽しさを感じられるように指導
する。
・題材ごとに曲それぞれのめあてを明
確に示し、曲や演奏の楽しさを見出し
ながら、表現に対して思いをもてるよう
に指導する。

・基礎的な学習の定着を目指し、継続的にリ
コーダー運指の復習時間や発声練習の時
間を設ける。
・歌唱、器楽共に協働的な活動を取り入れ、
児童同士が進んで関わり合う中で自分の表
現をできるように指導する。
・ICT機器を活用し、実技指導や鑑賞の内
容を視覚的に提示・指導をする。
・題材ごとに曲それぞれのめあてを明確に
示す。曲ごとに明確な目標をもたせ、学期
末にめあてに沿った振り返りを行う。

・基礎的な学習の定着を目指し、継続的にリ
コーダー運指の復習時間や発声練習の時
間を設ける。
・歌唱、器楽共にグループ活動などの協働
的な活動を取り入れ児童がより主体的な関
わり合いの中で自分の表現をできるように指
導する。
・ICT機器を活用し、実技指導や鑑賞の内
容を視覚的に提示・指導をする。
・題材ごとに曲それぞれのめあてを明確に
示す。曲ごとに明確な目標をもたせ、学期
末にめあてに沿った振り返りを行う。

図
工
科

・よく考えながら自分の表現を見付け、つくり
出す喜びを味わうことができるよう、様々な
素材や用具に触れさせたり、題材を工夫し
たりする。
・適宜、振り返りを取り入れ、学びを実感させ
る。
・自分や友達、様々なもののよさを感じ取り
ながら自分の見方や感じ方を広げ、深めら
れるよう鑑賞の時間を充実させる。
・刃物等を使用する題材では場の設定や道
具の扱い方の指導を確実に行い、安全で安
心な授業を実施する。

・様々な材料や用具に触れられる題材を工
夫し、意欲的に取り組めるように指導する。

・振り返りでは鑑賞の時間を設け、自分がで
きたことと共に、友達の作品のよさなども感じ
られるように指導する。

・動線を考慮した場の設定などにより、安全
に活動が行えるように指導する。

・様々な材料や用具に触れられる題材を工
夫する。さらに、実物投影機やクロームブッ
クなどのICT機器を活用した視覚的な導入
を実践することで、見通しをもって意欲的に
取り組めるように指導する。
・振り返りでは鑑賞の時間を設け、自分や友
達の作品のよさや工夫を感じ取り、互いに
認め合う態度を育てる。
・刃物を使用する題材では、安全指導を徹
底し、動線を考慮した場の設定などにより、
安全に活動が行えるように指導する。

・様々な材料や用具に触れられる題材を工
夫する。さらに、実物投影機やクロームブッ
クなどのICT機器を活用した視覚的な導入
を実践することで、見通しをもって意欲的に
取り組めるように指導する。
・振り返りでは鑑賞の時間を設け、自分や友
達の作品のよさや工夫を認め合い、自己の
作品づくりに生かせるように指導する。
・刃物を使用する題材では、安全指導を徹
底し、動線を考慮した場の設定などにより、
安全に活動が行えるように指導する。

外
国
語
科

・授業の流れとめあてを明確にするこ
とで、学習への見通しをもたせる。
・ICT機器を用いて、毎時間デジタル
教材の音声を聞かせたり、アクティビ
ティを取り入れたりして、身に付けるべ
き知識や技能の定着を図る。

・慣れ親しんできた簡単な語句や表
現を音声面で十分に復習してからス
ピーチ原稿を作成し、児童が自信を
もってスピーチできるよう配慮する。
・ICT機器を用いて、毎時間デジタル
教材の音声を聞かせたり、アクティビ
ティを取り入れたりして、身に付けるべ
き技能の定着を図る。
・授業の後半に振り返りをする時間を
設定する。

家
庭
科

・一人一人の技能が確実に身に付くように、
大型提示装置やChromebook等を活用し視
覚的に理解しやすい環境を整える。
・家庭や地域で生かすための視点をもたせ
るように課題の提示の仕方を工夫する。
・日常生活の中から児童自身が問題を見い
だして課題を設定し、自らの実生活を振り返
りながら児童自身がSDGｓカードにできること
を記入する。
・刃物や火、ガスを使用する題材では場の
設定や道具の扱い方の指導を確実に行
い、安全で安心な授業を実施する。

・G suite for Educationの協働編集機
能を活用して意見交換させることで、
実生活に結びつく深い学びとなるよう
に指導する。
・単元名、学習の流れ、学習のめあて
を明示し、授業の後半には振り返りの
時間を設定することで、学習の定着を
図る。
・実物投影機などのICT機器を活用し
ながら視覚的に理解させることで、技
能を確実に身に付けさせる。

体
育
科

・体力向上推進プランに基づいた授業改
善、また、安全な体育の指導のための教員
研修会を設定し、指導法の伝達を行う。
・生涯体育を目指し、休み時間の外遊びを
推進したり、縄跳びや持久走の取組期間を
設定したりして持久力の定着を図る。
・ICT機器を活用し、手本となる動きや練習
方法等を動画で提示したり、自分の試技を
撮影したりして、シェアリングや振り返り、自
己評価、課題設定等に生かす。

・意欲や技能を高めるウォーミングアップを
取り入れる。また、教員研修会等で、楽しく
安全に運動に取り組ませる方法についての
技能を高める。
・休み時間の外遊びの推進のほか、縄跳び
や持久走等の取り組み期間内に集会等を
設定し、楽しみながら持久力の定着を図る。
・ICT機器を活用し、運動の様子やモデルと
なる動きを提示する。

・意欲や技能を高めるウォーミングアップを
取り入れる。また、教員研修会等で、楽しく
安全に運動に取り組ませる方法についての
技能を高める。
・休み時間の外遊びの推進のほか、縄跳び
や持久走等の取り組み期間内に集会等を
設定する。
・ICT機器を活用した授業を推進し、児童自
身が自己の課題を把握し、運動を工夫した
り、自己評価したりできるように指導する。

・意欲や技能を高めるウォーミングアップを
取り入れる。また、教員研修会等で、楽しく
安全に運動に取り組ませる方法や、主体的
に運動を工夫させる技能を高める。
・休み時間の外遊びの推進のほか、縄跳び
や持久走等の取り組み期間内に集会等を
設定し、主体的に持久力の定着が図れるよ
うに指導する。
・ICT機器を活用した授業を推進し、児童自
身が自己の課題把握、シェアリング、振り返
り、自己評価などの一連の活動ができるよう
に指導する。



⑮-2授業改善推進プラン（中間改善計画）

各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年

・誰に対しても真心をもって接することができるよ
うに指導する。道徳だけでなく特別活動の授業
も含め、月に１回以上自他のよさを認められるよ
うに指導する。
・自己を振り返る時間には、これまでの自分の経
験を振り返るように指導し、内容項目を自分事と
して捉えられるように指導する。
・道徳授業地区公開講座などで、地域や保護
者に参加していただき、学校・家庭・地域におけ
る道徳教育のあり方やその連携について相互
の理解を深めていく。
・デジタルコンテンツの朗読やスライドショー機
能を活用し、学びの充実を図る。

・相手の立場や気持ちを考えて心のこもった接
し方ができるように指導する。道徳だけでなく特
別活動の授業も含め、月に１回以上自他のよさ
を認められるように指導する。
・自己を振り返る時間には、これまでの自分の経
験やそのときの気持ちを振り返るよう指導し、内
容項目を自分事として捉えられるように指導す
る。
・道徳授業地区公開講座などで、地域や保護
者に参加していただき、学校・家庭・地域におけ
る道徳教育のあり方やその連携について相互
の理解を深めていく。
・デジタルコンテンツの朗読やスライドショー機
能を活用し、学びの充実を図る。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

・導入時に見通しをもたせるために、課題に
つながる共通体験活動を取り入れる。
・例を提示しながら、学習計画を立てる。
・毎時間の振り返りを基に次時以降で大切
にしたい視点をもたせる。
・SDGsの視点をもって異学年交流の機会を
増やしながら、活動を継続して行うことで、
身近な地域から市、日本、世界へと学習の
視野を広げ自分にできることを考えさせる。

・提示された課題を基に自分の課題を見付
け、ICTを活用した情報収集をしたり、課題
を解決するための方法を考え、実行したりす
る活動を通して、学んだことを次の課題解決
に生かし、自分の生活に関連付けて振り返
ることができるように指導する。
・何かを変えられるという実感をもつために、
身の回りの出来事を自分事として考えられる
視点をもたせ、SDGｓに取り組む地域の方と
連携しながら課題解決ができるように指導す
る。

・自分なりに課題を見付け、社会や自分の
生活につながる課題を見出し、解決方法を
検討させながら、個別に課題を絞り課題解
決学習を進めさせる。
・学習した内容や解決方法を日常の課題解
決に生かせるように、ICTを活用して調べた
情報をまとめたり、学んだことを今後の自分
や社会と関連付けたりして振り返りをさせる。
・何かを変えられるという実感をもつために、
身の回りの出来事を自分事として考えられる
視点をもたせ、SDGｓに取り組む地域の方と
連携しながら課題解決ができるように指導す
る。

外
国
語
活
動

・ICT機器を用いて、毎時間デジタル
教材の音声を聞かせたり、アクティビ
ティを取り入れたりして、身に付けるべ
き知識や技能の定着を図る。
・外国語の背景にある文化に対する
理解を深める。（SDGs)

・少しでも多くの語彙に触れられるように、ペ
アトークを取り入れて、積極的に話す・聞く
場面を設定する。
・国際理解に対する考えを深め、必要性を
感じて主体的に外国語を使おうとする気持
ちをもたせる。
・授業の後半に振り返りをする時間を設定
し、本時の学びを実感できるように指導す
る。
・ICT機器を活用することで学習へ取り組む
意欲を高める。

特
別
活
動

・話合い活動では、活動や対話の「見
える化」を図り、自他を認め合い、自
分の成長を実感させる学級活動の充
実を図ることで、合意形成する力を育
成する。

・児童会活動、クラブ活動、縦割り班
活動を通し、互いに尊重し協力、より
良い関係を築こうとする力や課題対
応力を育てる。

・話合い活動の流れを決め、見通しを
もって話合い活動ができるように指導
する。
・終末の振り返りでは、自他のよさを
認め合ったり、教師から価値付けたり
する時間を設け、次時の活動への意
欲付や、自己肯定感を高められるよう
に指導する。

・話合いから実践までの一連の流れ
の中で、個人が活躍できる場やよさを
認め合う場を設定する。また、自分の
成長を実感できるように、振り返りを積
み重ねる。
・黒板を見て、話合いの流れが分かる
ように、出た意見を、比較・分類・関連
付けしながら指導する。

・自分の意見をスプレットシート等の
ICTツールに書き込み、事前に学級
全体がどのような意見をもっているか
を把握させ、話合いの見通しをもたせ
る。
・話合いの内容が理解しやすいよう
に、思考ツール等を用いて可視化す
る。
・児童会活動、クラブ活動、縦割り班
活動では、異学年との関わりができる
よう、互いのよさを見つけ合う活動を
取り入れたり、ICT機器を活用して意
見を共有したりする。

特
別
の
教
科
 

道
徳

・学校公開で道徳の授業を行うことなどきっ
かけづくりをして、家庭でも、道徳的価値に
ついて子供と一緒に話し合うように呼びか
け、地域や保護者と連携して道徳教育の充
実を図る。

・学年の内容項目を適切に指導・評価し、自
己の生き方について考えられるように、ワー
クシートを活用する。

・時と場合に応じた挨拶や言葉遣いを身に付け
させる。道徳だけでなく特別活動の授業も含
め、月に１回以上自他のよさを認められるように
指導する。
・自己を振り返る時間には、これまでの自分の経
験について具体的な例を示し、内容項目を自
分事として捉えられるように指導する。
・道徳授業地区公開講座などで、地域や保護
者に参加していただき、学校・家庭・地域におけ
る道徳教育のあり方やその連携について相互
の理解を深めていく。
・デジタルコンテンツの朗読やスライドショー機
能を活用し、学びの充実を図る。


